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研究成果の概要（和文）： 

 本研究の成果である精神科入院患者の強みを取り入れた退院準備状態アセスメント尺度

（29 項目）は 6 サブスケールの因子構造であった。本尺度の構成概念妥当性、基準関連妥当

性、内的一貫性は支持された。しかし、同等性は支持されず、評定者によって異なる評定を

行う可能性があるため、複数の看護師が話し合い、多角的な視点を入れながら用いること

が適切であると考えられた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The discharge readiness assessment scale with psychiatric inpatient's 
strength(29item) that was developed on this study has six sub-scales. 
Validity(Construct validity and criterion validity) of this scale were confirmed. The 
internal consistency was high. However inter-rater reliability was not confirmed. The 
results of this study suggest this scale is appropriate for two or more nurses to discuss, 
because there was a possibility of doing a rating different depending on those who 
rated it, and to use it while putting a diversified aspect. The results of this study 
suggest this scale is appropriate to use when two or more nurses assess, because there 
was a possibility of doing a rating different depending on those who rated it. 
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１．研究開始当初の背景 

精神保健医療福祉は地域生活へと大きな

パラダイムシフトがなされているにもかか

わらず、平均在院日数も、318 日と依然諸

外国の中で最も多く、退院援助が十分に進

められているとは言い難い現状である。そ

れには、退院援助の実施状況に看護師の背

景によって差があること、退院援助には外

出に同伴するなどの一定以上の時間がかか

る援助も含まれることが要因としてあると

考えられた。そこで、精神科看護師の退院

援助を標準化することをめざし、患者の状
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態を測定するアセスメント尺度の開発を目

指した。これまでにも精神科入院患者の退

院状態を評価する尺度はあるが、患者の問

題点に焦点をあてたものばかりである。看

護は、患者がもつ力を生かし、患者と共に

看護計画を立案することをめざしているた

め、患者の強みを取り入れた退院準備状態

アセスメント尺度の開発が必要である。 

 

２．研究の目的 

退院準備状態アセスメント尺度の開発と

尺度を使用することによる看護師の認識や

退院援助への影響を検討する。 

 

３．研究の方法 

１）尺度原案の洗練と予備調査 

本調査に先立ち、これまでの研究で作成し

ていた退院準備状態アセスメント尺 度案

ver.1（28項目）について、2名の尺度開発

の経験者および 3名の精神科看護師からの意

見と 6名の パイロットスタディの結果を用

いて尺度案（ver.2）に修正した。 

２）本調査の実施 

（1）調査１（構成概念妥当性・基準関連妥

当性・内的一貫性の検討） 

調査１は、尺度案（ver.2）の妥当性と内

的一貫性の検討のために 5つの精神科病院の

看護師に実施した。調査内容は、尺度案

（ver.2）、精神科リハビリテーション尺度

（Rehab）、患者属性、看護師属性であった。

調査の依頼は、精神科病院の看護部長に院内

で本研究内容の説明会を開催することにつ

いて依頼し、承諾が得られた病院の病棟看護

管理者（もしくは代理の看護師）に文書と口

頭にて説明を行った。各看護師への調査用紙

の配布と回収は、病院の看護師が行った。記

入後の調査用紙は個別の封筒に入れ、病棟内

で回収された。 

（2）調査２（安定性の検討） 

 調査２は、尺度案（Ver.2）の評定者間の

一致度をみて、安定性を検討するために 2 つ

の精神科病院の看護師に実施した。調査内容

は、尺度案（ver.2）、患者属性、看護師属性

であった。二人の看護師が同一の患者につい

て調査用紙に回答するよう依頼した。一度調

査用紙に回答した看護師は、別の調査用紙に

は回答できないこと、調査用紙に回答する際

は互いに相談しないことを説明した。調査の

依頼と調査用紙の回収は、調査１と同様であ

る。 

 

４．研究成果 

１）尺度原案の洗練と予備調査の結果 

項目の表現の見直しと細分化を行い、4 段

階の質問形式、30項目の ver.2 の尺度案を作

成した。 

２）調査１の結果（構成概念妥当性・基準関

連妥当性・内的一貫性の検討） 

有効回答 389名分（有効回答率 92.4％）を

分析に用いた。探索的因子分析（主因子法、

プロマックス回転）を行い、因子負荷量 0.35

未満の項目を削除した。因子数は固有値 1 以

上と、スクリープロットの傾きを基準とした。

分析を繰り返した結果、29項目 6因子構造が

抽出された。因子名は、「地域生活を管理す

る力」「精神状態の安定性」「退院後の生活を

維持・発展するために周囲に相談する力」「病

気と治療の必要性の理解」「現時点で自分と

他人への危険行動がない」「自分の生活の安

全を保つ力」となった（表１）。尺度の合計

得点および下位尺度の得点と、Rehab の全般

的行動と逸脱行動の得点には有意な負の相

関関係（ｒ＝－0.384～－0.776、ｐ＜0.05）

がみられた。尺度全体および各下位尺度の相

関係数（クロンバックα）は 0.83 1～0.912

であった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 退院準備アセスメント尺度（因子分析結果と信頼係数） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）調査２の結果（同等性の検討） 

 有効回答 106 名分（有効回答率 93.0％）を

分析に用いた。尺度（29 項目）合計得点にお

ける評定者間の一致度を散布図で示す（上

図）。Spearman の順位相関係数を算出したと

ころ、評定者Ａのグループと評定者Ｂのグル

ー プ の 間 に 有 意 な 差 は な か っ た

（r=0.183,p=0.190）。 

 

 

４）まとめ 

 上記の調査結果より、29項目の退院準備状

態アセスメント尺度の構成概念妥当性、基準

関連妥当性、内的一貫性は支持された。しか

し、評定者間一致度は低く、同等性に欠ける

尺度であった。これは、質問項目の抽象度が

高いことやアセスメントする際に利用して

いる患者の情報が看護師によって異なるこ

とが原因として考えられる。本尺度は、複数

の看護師の視点をふまえ利用される必要が

ある。 
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